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スマートシティ形成に向け、日露協力の一層の推進を確認 

～モスクワにて、「ジャパン スマートシティ フォーラム」を開催しました～ 

２０１６年（平成２８年）５月の日露首脳会談（ソチ）において、安倍総理から提案し

た８項目の協力プランのうち、「快適・清潔で住みやすく，活動しやすい都市づくり」に

ついては、日本国国土交通省とロシア連邦建設・住宅公営事業省が共同議長を務める「日

露都市環境問題作業部会」において、ヴォロネジとウラジオストクをモデル都市に選定し、

現在、スマートシティの形成に向けて、案件の具体化に取り組むとともに、ロシア国内の

他地域への横展開を図っています。 

今般、国土交通省は、在ロシア日本大使館、環境省、独立行政法人都市再生機構、ロシ

ア連邦建設・住宅公営事業省と連携し、「ジャパン スマートシティ フォーラム」を開

催しました。日露の政府関係者、企業関係者と共に、モデル都市での取組について意見交

換を行い、スマートシティ形成に向けた高い意識を醸成し、日露都市環境づくりの活動を

深化させ、今後の日露協力を一層推進していくことを確認しました。 

 

 

 

 

 

＊「ジャパン スマートシティ フォーラム」の開催結果は、別添を参照ください。 

国土交通省は１１月１５日、モスクワにて、「ジャパン スマートシティ フォーラム」

を開催しました。日露の人的交流の拡大を図る「ロシアにおける日本年（２０１８年）」

に合わせて開催し、日露の政府関係者や企業関係者約１６０名が参加しました。 

ロシアにおけるスマートシティ形成に向けて、今後も日露協力を一層推進していくこ

とを確認しました。 

【問い合わせ先】 

 総合政策局国際政策課（グローバル戦略） 田中、遠藤 （内線25215、25227） 

  電話： 03-5253-8111  FAX： 03-5253-1562  直通： 03-5253-8314 

フォーラム参加者 



（別添） 

 

 

「ジャパン スマートシティ フォーラム」の開催結果 

（１）日 時：平成３０年１１月１５日（木）１４：００～１７：３０ 

（２）場 所：在ロシア日本国大使館 

（３）主な出席者 日本政府：由木国土交通省国土交通審議官、相木在ロシア日本国大使館臨時代理

大使、松澤環境省大臣官房審議官、中島独立行政法人都市再生機構理

事長 等 

ロシア政府：チビス建設・住宅公営事業省次官 等 

日本企業：約５０社、ロシア企業：約５０社      計 約１６０名 

（４）結果概要： 

開会挨拶 

 相木臨時代理大使より、「ロシアにおける日本年」に合わせた本フォーラムの中で、「８項目

の協力プラン」における都市環境の重要性が示されました。また、由木国土交通審議官とチ

ビス次官より、「スマートシティ」が日露都市環境問題作業部会のコアコンセプトであること

が強調されました。 

基調講演 

 中島理事長より、日本の都市環境づくりにおけるＵＲの経験と役割が示されました。 

 松澤大臣官房審議官より、日本における廃棄物処理の経験やノウハウが共有されました。 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッション 

 本邦企業よりモデル都市の取組とロシアのスマートシティに期待することが示されました。 

 ロシア企業よりスマートシティに関する取組状況と日露協力への期待が示されました。 

閉会挨拶 

 最後に、由木国土交通審議官より、ロシアにおけるスマートシティ形成に向けた高い意識を

醸成し、日露都市環境づくりの活動を深化させ、今後の日露協力を一層推進していくことが

確認されました。 

開会挨拶（チビス次官） 基調講演（中島理事長） 

パネルディスカッション 閉会挨拶（由木国土交通審議官） 


